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研究成果の概要（和文）： 第一に、ICFの参加（参加制約）に関し客観的側面に留まらず主観的側面も視点に入れた評
価スケールであるQCIQ及びPOPSの日本語版QCIQ及び日本語版POPSを作成した。そのうえで日本語版QCIQ及び日本語版PO
PSをもちいて、リハビリテーション機関を利用している人びと及び地域に在住している身体障害のある人々に対し参加
（参加制約）の実態把握を行った。
第二にフィンランド語版QCIQを作成し、フィンランドにおいて障害のある人びとに対し参加（参加制約）の実態把握を
行った。第三にフィンランドにおける障害福祉関連機関にてインタビュー調査を行い支援の実際及び近年の動向を把握
した。

研究成果の概要（英文）：The study was conducted in three phases. In the first phase, the QCIQ(Quality of 
Community Integration Questionnaire)and POPS(Participation Objective, Participation Subjective) that 
measure the level of participation (participation restriction)in terms of ICF were translated into 
Japanese to research the level of participation (participation restriction)of people with disabilities in 
Japan. In the second phase, the Finish version of the QCIQ that measure the level of the participation 
(participation restriction )in terms of ICF were developed to conduct research in the level of 
participation (participation restriction) of people with disabilities in Finland. Finally, interviews 
were conducted with professionals working at the agency of social work and social services for people 
with disabilities of Finland to obtain the information regarding social welfare policy and services for 
people with disabilities in Finland.

研究分野：障害者福祉
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１． 研究開始当初の背景 
(1)障害のある人々に対するエンパワメント
が強化される中、海外においてエンパワメン
ト評価という概念が出てきた。研究開始当初
は、Fetterman D.M.により『Empowerment 
Evaluation- Knowledge and Tools for 
Self-Assessment & Accountability』( Sage 
Publication ,1996)が出版されていた。 
(2)WHO は 2001 年新たな障害概念として
ICF(国際生活機能分類)を発表し、そこでは
ICIDHの社会的不利が参加（参加制約）へと
変化した。また 1990 年代に海外において
CIQ(Community Integration 
Questionnaire)という評価スケールが開発さ
れた。筆者は、日本語版 CIQを作成し（増田
公香・多々良紀夫『CIQ日本語版ガイドブッ
ク』2006）普及した。その後参加（参加制約）
に対し客観的側面に加え主観的側面への評
価も加えた QCIQ(Quality of Community 
Integration Questionnaire, Cieron 
et.al.,2004) や POPS(Participation 
Objective, Participation Subjective, Brown 
et.al.2004)が開発されてきた。 
 
２．研究の目的 
(1) ICF の参加（参加制約）の新たなる評価
ス ケ ー ル で あ る QCIQ(Quality of 
Community Integration Questionnaire, 
Cieron et.al.,2004, 以 下 「 QCIQ 」 ) と
POPS(Participation Objective, 
Participation Subjective, Brown et.al.2004
以下「POPS」)の日本語版を作成し、そのう
えで実際に日本において障害のある人々に
対する参加（参加制約）に関する実態把握を
行う。 
 
(2)QCIQ(Quality of Community 
Integration Questionnaire, Cieron 
et.al.,2004) と POPS(Participation 
Objective, Participation Subjective, Brown 
et.al.2004)のフィンランド語版を作成し、実
際にフィンランドにおいて実態把握を行う。 
(3)Fetterman D.M.により『Empowerment 
Evaluation- Knowledge and Tools for 
Self-Assessment & Accountability』( Sage 
Publication ,1996)の翻訳を行い、日本社会に
おいてエンパワメント評価の概念定着を図
る。 
 
３．研究の方法 
(1)日本語版 QCIQ と日本語版 POPS を作成す
るにあたり、英語に熟知した研究者に日本語
版を作成してもらう。さらに日本にて研究を
行っている英語を母国語とする研究者にバ
ックトランスレーションをしてもらい、その
うえで日本語版 QCIQ と日本語版 POPS を作成
する。 
 
(2)作成した日本語版 QCIQ と日本語版 POPS
を用いて実際に障害のある人々に対してプ

レテストを行う。 
 
(3)フィンランド語版 QCIQ と日本語版 POPS
を作成するにあたり、英語に熟知した研究者
にフィンランド語版を作成してもらう。さら
にフィンランドにて研究を行っているフィ
ンランド語と英語を母国語とする研究者に
バックトランスレーションをしてもらい、そ
のうえでフィンランド語版 QCIQ とフィンラ
ンド語版 POPS を作成する。 
 
(4)フィンランド語版QCIQとフィンランド語
版 POPS を用い、実際にフィンランドに在住
する障害のある人々に対して実態把握を行
う。 
 
(5)出版社をとおして 
Fetterman D.M. に よ り 『 Empowerment 
Evaluation- Knowledge and Tools for 
Self-Assessment & Accountability』( Sage 
Publication ,1996)の版権について確認を取
り、そのうえで社会福祉の研究者グループに
て翻訳を行う。 
 
４．研究成果 
(1) 日本語版 QCIQ と日本語版 POPS の作成 
  2012 年度には、まず QCIQ と POPS の開発
者Cieron と Brownに日本語版及びフィンラ
ンド語版作成の承諾を得た。そのうえで、日
本語版作成に向けて着手した。具体的には、
英語に堪能な日本人２名により日本語への
翻訳を行った。その後日本語に堪能な英語の
ネーティブスピーカーに研究者に依頼しバ
ックトランスレーションを行った。そのうえ
で、日本語版 QCIQ と日本語版 POPS の作成を
おこなった。 
 
(2) 日本語版 QCIQと日本語版 POPSのプレテ
ストの実施 
2013 年度には、身体障害のある方々数名に
対し日本語版 QCIQ と日本語版 POPS のプレテ
ストを実施した。そのうえで表現等を一部改
訂し再度日本語版 QCIQ と日本語版 POPS の作
成を行った。 
そのうえで 2014 年度に再度プレテストを
行った。具体的には、身体障害のある当事者
25 名・精神障害のある当事者 30 名・障害の
ない健常者50名に対して実施した。結果は、
身体障害のある当事者 17 名（有効回答率
68％）・精神障害のある当事者 12 名（有効回
答率 40％）・障害のない健常者 36 名（有効回
答率 72％）から有効回答を得、最終版の日本
語版 QCIQ と日本語版 POPS を作成した。 
 
(3) 日本語版 QCIQと日本語版 POPSを用いた
実態把握① 
 2014 年度において、研究協力者である奈良
進弘教授（東京工科大学）・新川久子准教授
（国際医療福祉大学）により 2か所のリハビ
リテーション機関において作成した日本語



版 QCIQ と日本語版 POPS を用いて実態把握を
行った。具体的には、A機関においては 80 名
に配布し 38 名（有効回答率 47.5％）から有
効回答が得られた。結果は、男性 17 名・女
性 21 名で平均年齢は、65.7 歳（±15.8）だ
った。B機関においては、13 名に対し面接法
より2回に分け実施した（有効回答率100％）。
結果は、男性 1 名・女性 12 名、平均年齢 78
歳（±10.7）で、対象者が高齢であったため
POPS の生活分野項目及び退陣・人間関係項目
が低く社会参加が低いこと、人間関係が希薄
であることが顕著であった。 
 
(4) 日本語版 QCIQ を用いた実態把握② 
 2015 年度においては、A県において身体障
害のある人びと 1,000 名に対して日本語版
QCIQ を用いて参加（参加制約）の実態把握を
行った。日本語版 POPS に関しては、質問内
容にセックスの項目がありプレテスト及び
日本語版 QCIQ と日本語版 POPS を用いた実態
把握①において無回答が多かった。そのため、
等調査においては日本語版 QCIQ のみを用い
た。結果は、259 名から有効回答が得られた
（有効回答率 25.9％）。男性 137 名（52.9％）・
女性 121 名（46.7％）・無回答 1名（0.4％）
だった。平均年齢は 61.9（±16.6）歳だった。
参加（参加制約）の状況のうち家庭統合に関
しては女性の方が高かった。 
 
(5) フィンランドにおけるエンパワメント
評価の実際 
 2012年度にフィンランドに訪問し、障害
のある当事者がグループリーダーとなり相
互にグループのプログラムを評価し支援し
ているエンパワメント評価の実際を視察し
た。具体的には、リーダーとなる当事者は
自分が好きなことあるいは得意なことを中
心にプログラムを展開する。そのうえでメ
ンバーは、好きなプログラムのところを選
択してグループプログラムに参加する。そ
のうえで参加したメンバーがグループのプ
ログラムあるいはリーダーに対して図式等
をもちいて評価を行う、というものだった。 
当事者が主体となりエンパワメント評価を
展開しているプログラムで今後日本におけ
る応用も可能であると考えた。 
 
(6)フィンランド語版 QCIQ の作成 
 フィンランドに長年在住の社会福祉研究
者の協力を得てフィンランド語版 QCIQ を作
成した。また英語及び日本語に秀でているフ
ィンランド在住の研究者の協力を得てバッ
クトランスレーションを行い、最終フィンラ
ンド語版 QCIQ を作成した。 
 
(7) フィンランド語版 QCIQ を用いた実態把
握 
 フィンランド語版 QCIQ をもちいてフィン
ランドに在住の障害のある当事者 77 名に対
して実態把握を行った。具体的には、知的障

害のある人びと 46 名・精神障害のある人び
と 31 名から有効回答が得られた。結果は、
知的障害のある人々に関しては、男性 21 名
（45.7％）・女性 25 名（54.3％）で既婚者 1
名・未婚者 44 名・その他 1 名だった。精神
障害のある人々に関しては、男性 18 名
（58.1％）・女性 13 名（41.9％）で、既婚者
1名・未婚者 29 名・その他 1名だった。フィ
ンランドにおける対象者の多くはグループ
ホームあるいは地域で家族とともに生活し
ていたため QCIQ の家庭統合の項目は低かっ
た。 
 
(8)フィンランドにおいて障害のある当事者
へのエンパワメントに関するインタビュー
調査 
 グループホーム及び地域で生活している
知的障害のある人びと及び精神障害のある
人々7 名に対してエンパワメントに関するイ
ンタビュー調査を行った。その結果、対象者
は地域やグループホームで生活しており、、
就労や芸術活動をとおし自らの生活をマネ
ジメント及びエンパワメントを展開しQOLの
高い生活を営んでいることが確認できた。 
 
(9)『Empowerment Evaluation- Knowledge and 
Tools for Self-Assessment & 
Accountability』の翻訳化 
  『Empowerment Evaluation- Knowledge and 
Tools for Self-Assessment & 
Accountability』の翻訳に関しては、2012 年
度に出版社をとおし翻訳の運びとなった。そ
の後アメリカの出版社に出版社を通し承諾
を得る運びとなった。その後具体的に翻訳を
展開していたが、2013 年度半ば時点で、
『Empowerment Evaluation- Knowledge and 
Tools for Self-Assessment & 
Accountability』の第 2 版が 2014 年 9 月以
降に出されることが判明した。メンバー間で
検討した結果、第 2版を翻訳することとなり
プロジェクトの中断及び延期を行った。その
後出版社が第 2版の翻訳の許諾を得、2015 年
度より第 2版の翻訳が展開された。具体的に
は用語の統一化を図るためインデックスの
作成及びほぼ翻訳の原稿は整ったが一部分
担者の遅れが生じ現時点では翻訳の完成と
至っていない。 
 
(10)フィンランドにおける障害者福祉の実
態把握 
 2015 年度にはフィンランドを視察し、障害
者福祉の機関の支援者にインタビュー調査
をおこなった。 
具体的には、シポ市の障害者福祉担当のソー
シャルワーカー、ポルボー市の精神障害のあ
る人びとに対するグループホーム、ラファテ
ィ市にある知的障害にある人々に対する支
援施設、さらにはフィンランド知的障害者協
会の研究部長に対してインタビュー調査を
行いフィンランドの障害者福祉の実際及び



動向を把握することができた。 
 
（11）総括 
 本研究結果に関しては大きく以下の4点に
まとめることができる。 
 第一に、日本語版 QCIQ 及び日本語版 POPS
を用いた参加（参加制約）に関する研究であ
る。ICF の参加（参加制約）の客観的及び主
観的側面も加えた評価スケールとして海外
で開発された QCIQ と POPS の日本語版を作成
し、プレテストを実施したうえで参加（参加
制約）の実態把握を行った。ただし POPS に
関してはセックスの項目があるためインタ
ビュー調査では回答が得られたもののアン
ケート調査では無回答が多いという結果に
なった。 
 第二に、フィンランド語版 QCIQ を作成し
そのうえでフィンランド語版 QCIQ を用いて
地域在住の知的障害や精神障害のある方々
へのアンケート調査を行い参加（参加制約）
の実態把握を行った。 
また、地域在住の知的障害や精神障害のある
方々7 名に対してインタビュー調査を行うこ
とができ当事者の視点から質的にエンパワ
メント及び参加（参加制約）に関して把握す
ることができた。 
 第三に、フィンランドにおける障害者福祉
関連機関に視察に行き、ソーシャルワーカ
ー・研究者・支援者に長時間にわたりインタ
ビューすることができた。フィンランドの障
害者福祉施策・サービス・研究状況・支援者
の労働環境の相違等を多角的視点から把握
することができた。また障害のある当事者が
主体となり展開されているエンパワメント
評価プログラムの実際をは視察することが
でき今後日本に向けての可能性を検討する
ことができた。 
 第 四 に 、『 Empowerment Evaluation- 
Knowledge and Tools for Self-Assessment & 
Accountability』の第 2版の日本語版作成に
当たりインデックスを作成することができ
た。これは単なる翻訳にとどまらずエンパワ
メント評価の概念が意図することをメンバ
ー間で深く議論し作成し、大変意義深いもの
だと考える。残念ながら現時点では時間的制
約から翻訳の完成には至っていないが、日本
の今後ソーシャルワークに新たな方向性を
提示することが可能であると考える。 
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